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株式会社 田村設計

年齢や性別に関係なく一人ひとりの社員に仕事を任せている
のは、良い仕事というのは責任をもたせたときにしかできないと
私自身が考えているからです。車の運転でも同じですよね。助
手席の人が運転の仕方を指図したり、道を教えたりしていては
なかなか上達しない。自分の目で見て、自分の頭で判断してこそ
一歩前に進めるのです。
設計やデザインの仕事は、年を取るとどうしても感性が鈍りま
す。そういう意味でも若いときに良い仕事をするチャンスをあげ
るのは大事なのではないでしょうか。
うちは、女性のデザイナーも多いんですよ。化粧がうまく、おしゃ
れに敏感な女性は、新しいものに対する観察眼や好奇心を
もっています。色に関する感性も、男性はとてもかないませんし
ね（笑）。こういうセンスは設計やインテリアの仕事に非常に役
に立つので、彼女たちが次はどんなデザインをしてくれるのかと
私も毎回楽しみにしています。もちろん、責任を持たせることと、
ほったらかしにすることは違います。一人で本当に困ったときは、
社内に力になれる人間がいる、会社とはそういう存在であるべき
だとも思います。企業というのは社員の成長分しか成長できま
せん。だから、私にとって一人ひとりの社員が本当に大切です。
社員がステップアップすればそれだけ良いホールデザインをご
提案できますからね。
5号機完全移行から3年半、体力を回復してきたホール様も増
え、新規出店の条件が揃いつつあると思います。立地条件の
良い物件もだいぶ出てくるようになりました。こうした中、私たち
の会社は、むしろ気持ちを引き締めて、さらに良いご提案をして
いかなければなりません。特に最近は、省エネや空気環境、静
粛性などがホール建築の重要な要素になってきています。ただ
デザインをするだけの「デザイン屋」ではなく、これらの要素に対
する専門的な知識や技術に裏打ちされた、真にホール経営に
寄与できるようなホール設計をご提案できればと思っています。

社員の成長分だけ
作品のクオリティも上がる

代表取締役　田村和雄

リサイクルショップと飲食店も田村設計のデ
ザイン。飲食店は、セルフトッピング方式のうど
ん店だが、客席は洒落たテラス風にアレンジし
た。幹線道路の122号線からは奥まっている
ので、道の両端をライトアップし、ホールまでの
誘導路のイメージをもたせた。これからプレイを
する来店客に「ワクワク感」をもってもらうため
の工夫の一つ。天井は高く、開放感をもちせる
とともに、トイレなどの空間は照明をやや落とし
落ち着ける感じにした。

アスカ羽生店
埼玉県羽生市上川崎326
開店日／2010年10月28日　
総台数720台（P＝480台、S＝240台）

ホール部分の壁面は天地1900mmのダイヤ
柄の色付きガラス。外観だけでなくホール内
部の洗練された空間演出にも役立っている。
手前の立体駐車場部分は、白と赤色のロゴで
スッキリとまとめた。プレイコーナーは比較的シ
ンプルな色使いだが、コーヒーコーナーのある
レストスペースには赤、トイレの洗面コーナー
には黄色などを大胆に使った。景品として、数
百本の品揃えのある本格的なワインセラー・
コーナーも設置した。

ZENT  長久手店
愛知県愛知郡長久手町菖蒲池403
開店日／2010年12月15日　
総台数1040台（P＝720台、S＝320台）

シンプルさと斬新さの融合






